東海 (とうかい)道 (どう)中 (ちゅう)膝 (ひざ)栗 (くり)毛 (げ)
十返舎一九
（略）
喜多八　　　　おやどうした、抜けられねえか。
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　これ、手を引つ (っ)ぱつ (っ)てくりや (ゃ)。
喜多八　　　　ははははは、こいつはを (お)かしい。
（弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)が両手をぐつ (っ)と引つ (っ)ぱる。）
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　あいたたたたた。
喜多八　　　　弱え男だ。ちつ (っ)としんば (ぼ)うすればいい。
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　あとのは (ほ)うから足を引いてくれろ。
喜多八　　　　承知、承知。（後ろへ回り、両の足をとらへ (え)る。）やあ、ゑ (え)んさあ、ゑ (え)
んさあ。
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　あいた、あいた。ああ、待つ (っ)てくれ、待つ (っ)てくれ。腰骨 (こしぼね)が折れるや (よ)う
だ。こりや (ゃ)、やつ (っ)ぱり前のは (ほ)うから引き出してくれ。[bookmark: _GoBack]－36－

（言ふ (う)ゆゑ (え)、喜多八、前へ回り、両手をとらへ (え)て引く。）
喜多八　　　　やあ、ゑ (え)んさあ、ゑ (え)んさあ。それ、またこつ (っ)ちへよつ (っ)ぽど出てきた。
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　こりや (ゃ)たまらぬ、あいたたたたた。喜多八、これではいかぬ。初手の
や (よ)うに、またあとへ引き戻 (もど)してくれ。
喜多八　　　　ええ、そんなに前へ回つ (っ)たり、後ろへ回つ (っ)たり、引き出しては引き戻 (もど)
し、いつまでもはてしがねえ。こりや (ゃ)、いい算段がある。（そばに見
てゐ (い)たりし、参詣 (さんけい)の人を頼 (たの)みて、）もし、どうぞ、こつ (っ)ちからおめえ、
引つ (っ)ぱつ (っ)てくださいませ。わしが回つ (っ)て、足を引きずり出しますから。
弥 (や)次 (じ)郎 (ろ)兵 (べ)衛 (え)　　ばかあ言ふ (う)な。両方から引つ (っ)ぱつ (っ)ては出る瀬 (せ)がねえ。
喜多八　　　　出る瀬 (せ)がなくても、両方から引つ (っ)ぱると、前に回つ (っ)たり、後ろへ回つ (っ)
たりする世話がなくていいわな。
